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日本の古典籍には、さまざまな〈かたち〉が
あります。その〈かたち〉は、そこに書かれた内
容と密接に関係しています。そこで、『土佐日
記』と『方丈記』の古写本の具体例を示しながら、
古典籍の〈かたち〉が持つ意味についてお話しし
ます。書物を単なるモノとしてではなく、文化と
してとらえることで見えてくる日本文化の奥深さ
について考えてみたいと思います。

江戸時代は出版文化がおおきく華開いた時代
でした。山田孝雄文庫にも数多くの江戸時代の版
本が含まれています。それらの多くは本屋が扱う
商品として作られ、流通したものでしたから、版
本の内部には当時の出版制度を知る上での手がか
りがさまざまに残されています。それらを読み解
くことを通じて、江戸時代の出版のあり方や書物
文化について考えてみたいと思います。
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